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キ
タ

北
島

っ
た
。
文
永
四
年
延
Mm寺
の
取
培
に
滋
せ
ら
れ
て
か
一
キ
ダ
Z
ト
ウ
Z

宅
ン
木
谷
藤
右
衛
門

ら
、
永
〈
妙
法
院
領
と
な
っ
て
時
た
。
今
慨
梅
郷
白
一
ト
ウ
エ
モ

y

木
屋
膝
お
衛
門
。

江

村

が

あ

る

。

-

キ

タ

ノ

ウ

メ

北

の

梅

一

加

。

官

公

八

百

況

十

キ
タ
セ
ン
ゴ
タ
北
千
石
州
北
部
一
丸
ケ
陀
に
邸
一
年
祭
に
岱
台
、
金
持
の
川
弁
天
減
宮
に
奉
納
し
た
漉

す
る
部
w
m
o

一
句
集
で
、

wuMm
一
一
年
一
一
月
什
一
点
目
柳
燕
附
都
タ
の

ギ
ダ
タ
イ
チ
ゼ
ン
タ
イ
ツ
ゲ
献
陀
大
智
鶴
師
港
一
序
、
水
巻
ぴ
鐙
恨
の
序
、
一
円
の
放
が
附
け
ら
れ
て

備
一
容
。
沙
門
某
部
、
平
保
三
年
刊
。
内
政
け
は
純

4

ゐ
る
。
玉
泉
寺
の
縞
蚊
館
m
w
・
四
方
寺
の
鈍
館
影
響
、

名

の

泊

り

で

あ

る

。

ご

十

r
A
m
仰
の
天
訓
や
.
選
ん
で
、
各
波
句
脅
も
の
し
た

キ
タ
タ
ツ
レ
イ
ウ
ン
北
範
鍵
患
は
ギ
ミ

mm
も
の
で
、
楚
慌
の
中
.
俄
で
あ
る
o
刊
記
は
な
い
。

咋
郡
先
m
a
H宗
取
仮
泊
祭
寺
の
併
。
阿
部
市
青
山
桜
一
キ
タ
ノ
カ
チ
ユ
ウ
北
の
家
中
金
滞
の
磁
地
名
。

築
寺
に
生
ま
れ
.
阿
川
端
・
そ
溌
父
と
し
た
。
後
段
司
に
一
民
民
の
下
位
蚊
一
一
ヶ
腕
巾
の
一
つ
で
、
そ
の
家
士
の

強
み
、
信
受
院
と
撹
し
、
大
正
十
年
二
一
月
二
十
コ
百
…
郎
地
で
あ
っ
た
。
口
氏
氏
の
本
邸
か
ら
北
方
に
詰
る
の

七

十

一

一

践

を

以

て

寂

。

で

北

の

家

中

と

都

し

た

の

で

あ

る

が

、

明

治

凶

年

四

キ
タ
ダ
-
-
北
谷
凶
市
一
都
川
駅
川
郷
に
川
崎
す
る
一
月
戸
籍
編
成
の
際
労
向
川
町
の
巾
に
邸
せ
し
め
た
。

部
wm
。

キ

タ

ノ

ガ

ハ

北

野

川

4
ア
ギ
シ
ガ
ハ
阿
陪

キ
タ
チ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
北
中
傍
河
北
端
井
上
庄
一
川
。

に
臨
す
る
部
務
。
臼
永
誌
に
‘
こ
の
村
持
山
の
内
に
一
キ
タ
ノ
シ
ヤ
リ
ヨ
ウ
北
野
結
領
江
沼
郡

-M猿

お
ふ
じ
ゃ
う
と
い
ふ
山
が
あ
っ
て
、
木
併
殺
仲
上
洛
-
庄
に
京
都
北
野
祉
の
跡
領
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
邸
永

の
時
腕
ω
〈
府
た
と
僻
へ
る
と
記
す
る
。
一
三
十
年
乃
烹
明
臨
六
年
の
文
欝
に
、
阿
部
翻
問
庄
は

キ
タ
チ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
サ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ
北
中
保
山
一
永
手
三
年
乃
雫
永

E
十
年
の
文
部
に
、
阿
部
山
代
文

王
位
河
北
部
北
中
僚
の
山
上
に
在
る
。
祉
担
に
、
一
は
山
代
本
郷
は
民
事
=
五
十
乃
一
令
官
延
徳
元
年
の
文
書

承
久
二
年
に
制
論
、
井
上
庄
十
七
#
村
の
盗
土
跡
で
一
に
、
石
川
端

m
m保
及
び
長
崎
保
は
延
徳
元
年
の
文

あ
っ
た
が
‘
巾
比
大
破
し
た
の
を
、
北
巾
僚
に
前
凶
一
斡
に
、
石
川
端
然
閲
郷
又
は
牧
閑
庄
又
は
西
殺
間
保

利
常
の
室
天
徳
院
の
化
粧
凶
が
あ
っ
た
か
ら
特
に
祭
一
は
明
際
元
年
乃
京
正
徳
元
年
の
文
欝
に
、
羽
咋
郡
菅

磁
し
て
、
臨
長
十
八
年
本
社
・
拝
殿
や
・

W
興
あ
り
、
一
原
椛
又
は
菅
原
保
は
天
永
元
年
乃
辛
一
長
線
二
年
の
文

謎
宮
の
時
に
も
輿
禄
内
記
や
・
奉
行
と
し
て
跡
事
能
そ
一
帯
に
見
え
る
。
こ
の
外
康
正
一
一
年
造
内
裂
段
銭
並
凶

倍
さ
れ
た
と
記
す
る
。
社
人
は
築
本
・
布
施
樹
氏
で
一
役
引
付
に
、
『
一
貫
文
妙
縦
院
北
野
社
領
加
賀
同
小
泉

あ

っ

た

。

一

保

一

分

段

銭

』

と

あ

る

の

は

石

川

郡

で

あ

り

、

柏

野

キ
タ
-
-
グ
ン
北
=
郡
戦
闘
の
頃
手
取
川
以
北
、
一
一
世
諸
同
所
々
円
録
に
能
脅
閥
湯
剥
四
捌
庄
と
あ
る

即
ち
加
賀
の
石
川
・
河
北
一
一
部
を
、
奥
部
と
も
北
一
二
の
は
、
鹿
島
郡
の
湯
川
と
四
抑
と
で
あ
ら
う
。

郡
と
も
い
う
た
。
実
正
四
年
一
肉
一
授
の
首
領
述
若
一
キ
タ
ノ
セ
イ
ピ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ガ
ク
北
野
聖
廟
奉
額

回
で
、
下
関
刑
部
劇
法
眼
に
提
出
し
た
訴
賦
に
、
北
爾
一
一
加
。
金
・
揮
の
俳
人
単
丈
・
者
。
こ
の
欝
は
題
援
が
剥

能
美
郡
に
在
-
郡
と
見
え
る
も
の
も
是
で
あ
る
o

一
帯
し
て
ゐ
る
が
、
容
初
に
卓
丈
が
願
主
と
な
っ
て
、

に
あ
る
。

キ
タ
ジ
マ

務。キ
タ
ジ
マ
ア

-
7
Sサ
キ
ジ
ン
タ
ヤ
北
島
荒
御
前

神
社
珠
洲
郡
長
織
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
泊
聞
社
記

に
、
『
北
島
荒
御
前
紳
枇
。
西
海
郷
長
橋
村
銀
座
。
穂
-
一

北
島
跡
明
宮
刊
古
代
紳
鍵
棟
札
等
偲
来
。
』
と
い
ひ
、

文
能
m
R
b
n
跡
志
に
は
‘
『
此
の
村
に
北
島
跡
明
宮
と
て

大
枇
あ
り
。
境
内
腿
〈
能
き
祉
顕
也
。
桓
武
夫
泉
延

尚
一
苅
年
よ
b
銀
座
と
縁
起
に
在
b
。
祉
地
青
天
諸
山

と
い
ふ
雨
。
海
際
よ
り
十
四
百
.
町
あ
り
。
』
と
あ
る
。

キ
タ
シ
マ
シ
ン
メ
イ
グ
ウ
北
島
紳
明
宮
鹿
島

郡
能
稜
烏
の
こ
穴
に
鎮
座
す
る
。
能
稜
名
跡
志
に
、

『
一
一
穴
村
に
柿
明
宮
あ
台
、
北
島
跡
明
宮
と
は
是
に

て
、
伊
夜
比
時
制
枇
と
い
へ
り
。
』
と
あ
っ
て
‘
こ
の

末
文
は
北
島
紳
明
宮
が
式
内
伊
夜
均
時
制
祉
た
る
そ

宇
一
強
し
た
こ
と
あ
る
を
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
今
は
多

賀
跡
祉
と
瀞
す
る
0

・

キ
タ
シ
マ
ツ
リ
喜
多
師
祭
能
稜
は
務
政
の
時

多
〈
蝦
宏
製
し
、
務
の
尊
氏
と
し
て
暫
〈
之
を
領
内

に
腕
恕
せ
し
め
た
。
之
を
以
て
嘉
永
三
年
初
咋
郡
神

代
紳
祉
の
跡
職
水
野
=
一
春
は
、
阿
世
に
於
い
て
初
め

て
製
髄
の
胤
餓
を
祈
る
潟
、
毎
年
四
周
二
十
九
日
を

選
ん
で
祭
紀
を
行
ふ
こ
と
や
・
初
め
、
之
を
喜
多
師
祭

と
名
づ
け
た
。
そ
の
名
稽
は
森
凹
平
次
の
考
按
に
磁

っ
た
も
の
で
、
之
に
関
す
る
平
次
の
著
書
多
師
考
一

珊
が
あ
る
。

キ
タ
ジ
マ
ホ
北
島
保
石
川
郡
に
在
っ
た
。
壬

生
家
綿
に
建
久
三
年
加
賀
闘
北
島
保
を
開
裂
し
、
左

大
史
小
槻
宿
禰
隆
職
の
子
々
孫
々
に
領
掌
せ
し
む
べ

き
宣
言
を
賜
は
っ
た
と
見
え
る
。
後
世
笠
間
郷
内
に

↑

7
柏
島
村
が
あ
る
。

F
一?評
1
2
2
5
3

1
7キ
ヤ

石
川
郡
笠
島
郷
に
臨
す
る
部

務
自
立
庫

-・・圃.-.園田.---

天
保
十
三
壬
寅
季
春
北
野
地
糊
の
翠
徹
に
し
た
勾
y
・一

も
や
・
禦
げ
、
次
に
季
別
の
句
脅
列
ね
て
あ
る
。
一

キ
タ
ノ
ハ
コ
北
の
箱
三
加
。
京
の
俳
人
方
山
一

が
編
し
た
も
の
で
、
先
機
十
二
年
初
冬
の
序
が
あ
一

る
。
方
山
は
江
泊
郡
山
巾
撤
泉
に
入
裕
し
た
序
に
、
一

加
越
能
の
名
勝
を
探
b
、
風
交
し
た
も
の
、
昨
詠
な
一

集

め

た

の

で

あ

る

。

一

キ
タ
ノ
ポ
ウ
北
之
坊
羽
咋
都
民
吉
宗
金
削
山
一

大
田
明
寺
の
中
興
関
山
で
、
か
れ
は
明
ら
か
で
な
い
。
勺
一
川
一

泊
三
年
蛍
枇
草
庵
取
立
総
在
、
尚
徳
公
度
々
祈
紛
仰
一

付
ら
れ
、
御
軒
下
さ
れ
云
々
』
と
そ
の
陶
占
禁
…
に
比
一

ぇ
、
文
一
部
に
、
『
突
疋
の
頃
北
之
坊
と
い
ふ
明
、
館
一

か
の
府
守
・
占
め
て
住
す
。
此
の
期
唯
人
に
あ
ら
ず
o
-

共
出
入
皆
天
狗
と
い
ふ
者
歎
と
沙
汰
し
け
と
と
も
一

あ
る
。
北
之
妨
陰
陽
携
鍔
の
術
に
長
じ
、
能
〈
背
附
一

繭
縞
や
・
諌
言
し
得
た
か
ら
、
前
例
利
家
が
出
附
そ
の
一

他
に
庇
祈
制
服
や
・
命
じ
た
こ
と
は
都
民
で
あ
h
y
、
之
に

闘
す
る
文
替
紋
逝
が
現
存
す
る
。

キ
タ
ノ
マ
ル
北
ノ
丸
金
持
城
内
一
一

J

丸
の
拍
一

方
に
あ
る
。
文
除
元
年
城
中
修
築
の
時
、
一
一
一
こ

J

丸・一

西
丸
・
北

J

丸
ま
で
人
持
組
の
間
態
般
に
渡
り
、
一
川
和
一

六
年
十
ご
且
本
丸
の
際
問
炎
上
の
時
‘
前
回
利
治
は
一

北
J

丸
の
山
崎
美
鶴
屋
般
に
避
難
し
、
前
問
光
高
幼
一

年
の
時
に
は
北
，
丸
に
開
館
し
た
こ
と
が
あ
旬
、
町
一

永
八
年
の
本
丸
火
災
に
も
利
常
は
北

J

丸
に
離
そ
越
一

け
た
。
次
い
で
問
一
一
十
年
夜
間
宮
の
制
殿
荷
造
密
す
一

る
に
及
ん
で
、
世
人
機
製
品
と
の
み
呼
ぶ
こ
と
に
な
一

っ

た

。

一

キ
タ
ノ
ヤ
マ
北
の
山
一
加
。
金
・
揮
の
俳
人
旬
一

塁
の
編
ん
だ
渡
句
集
で
、
題
名
は
芭
蕉
の
『
う
ら
や
一

ま
し
浮
世
の
北
の
山
樫
』
合
設
句
に
し
た
附
合
あ
る
一

に
図
旬
、
北
枝
・
款
の
坊
・
ノ
訟
・
亡
-
笑
・
三
十
六
・
一

枚
重
な
ど
の
句
が
列
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。
元
禄
王
申
桑
』


